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ろうどうりんり︓しゃかい の へいあん の みなもと 
 
しんあい なる ムスリム の みなさま ！ 
ぜんのう の しゅ は つぎ の ように つげて おられ ます。 「 に を おう もの が、 たしゃ の に を おう こと は       
できない。 にんげん は、 ただ じぶん が どりょく した こと だけ を える。 」1 
また 、 わたしたち の よげんしゃ صلى الله عليه وسلم は、 ハディース を とおして こう かたって います。 「 ほんとう に、 ぜんのう の アッ
ラー は あなたがた が ぜんこう を かんせい させる こと を あいして おられる。 」2 
しんあい なる しんこうしゃ の みなさま ！ 
わたしたち の いだい な しゅうきょう で ある イスラーム が けいじ された もくてき の ひとつ は、 せいかつ の あらゆる  
めん に おいて ぜんりょう な どうとく を みちしるべ と する しゃかい を きずく こと です。 ぜんのう の アッラー が げんせ 
と らいせ の こうふく の ため に すうはい を めいじた の と おなじ ように、 しゅ （ スブハーナ ワ タアーラー ） は、  
しごと を する うえ で どうとくてき に ぜんりょう で ある よう おめいじ に なり ました。 
ろうどうりんり とは、 わたしたち が しごと を する うえ で の せいじつ さ、 しんらいせい、 けいい、 こうせいさ と いった   
きほんてき な かちかん を はんえい させた もの です。 しごと を きちんと やりとげ、 ほか の ひと や こうきょう の けんり 
を そんちょう し、 じぶんたち の はつげん や、 じぶんたち が なにもの で ある か に ついて  しょうじき で ある こと です。 
いつ でも ハラール を めざして どりょく し、 しゅうにゅう の なか に ハラーム な もの が はいり こんだり、 ことば の なか 
に うそ が まぎれ こんだり する の を ゆるさない こと です。 
しんあい なる ムスリム の みなさま ！ 
ろうどうりんり は、 こじん の じっせいかつ ぜんたい に えいきょう を およぼす びとく です。 ぶか で ある こと の        
りんりきてい が ある ように、 じょうし で ある こと にも りんりきてい が あり ます。 じゅうぎょういん で ある こと の      
りんりきてい が ある ように、 こようぬし で ある こと にも りんりきてい が あり ます。 うりて と して の りんりきてい が  
ある ように、 かいて と して の りんりきてい が あり ます。 
アッラー の しと صلى الله عليه وسلم は ぜんりょう な じんかく を かんせい させる ため に つかわされ、 「 だれ で あれ、 じぶん の ため 
に もとめる もの を どうほう の ため に もとめる ように なる まで は、 しんこう を もった こと には ならない 」3 と 
かたり、 こじんてき な りえき に とらわれず、 たにん の けんり と ほう と を じゅんしゅ し、 しゃかいせいかつ に おいては 
こうせい で バランス の とれた せいかつ を おくる よう じょげん して います。 わたしたち に かされて いる のは、 あいする 
よげんしゃ صلى الله عليه وسلم の せいじつ な こころ を み に つけ、 しめいかん を もって ひとつひとつ の しごと を やりとげる こと です。  
わたしたち の ぎむ とは、 けんり に たいする よげんしゃ の かんせい を みならい、 はたらく もの の けんり を  しんがい 
しない よう、 また その けんこう や あんぜん に ちゅうい を はらう こと です。 
しんあい なる ムスリム の みなさま ！ 
わたしたち に あたえ られた すべて の ものごと を、 しゅ （ スブハーナ ワ タアーラー ） から たくされた、 しゅ の     
およろこび を える ため の きかい と とらえる ように しましょう。 きちんと した しごと を し、 げんせ と らいせ の       
りょうほう を みのり ある せい に しましょう。 わたしたち の すべて の おこない に おいて、 ハラール の かんかく を     
まもり ましょう。 アッラー （ スブハーナ ワ タアーラー ） の おんめ に わたしたち を かち ある そんざい と する のは、 
そうぞう の もくてき に したがって こうどう し、 おこない の すべて に イスラーム の どうとく を はんえい させる こと で  
ある のを わすれ ない ように しましょう。 
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